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19．心筋梗塞部のTl・201　washout－SPECTによる検

　　肘一
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　T1－201負荷心筋シンチグラフィのSPECTを用いて，

梗塞部・虚血部のwashout測定を行い，その意義およ

び診断能を検討した．対象は陳旧性心筋梗塞（OMI）患

者11例で梗塞の責任冠動脈は，LAD　5本，　LCx　3本，

RCA　6本の計14本である．運動負荷は自転車エルゴ

メーターを用い，最大負荷時にT1－2013mCiを静注し

た．10分後および3時間後に，SPECTを用いてデータ

を収集した．横断像・心長軸および短軸像の各断層を再

構成した後，circumferential　profile（CFP）解析を行い，

直後の欠損スコア（ER）とwashout　rateの異常のスコ

ア（WR）を各冠動脈領域で算出した．この結果，　OMI

はE－RとW－Rの値により，4群に分けられた．①E・R，

W－Rとも正常の群．②E－R正常でW－Rが高値の群．

③E－R＜W－Rの群．④E－R＞W－Rの群．

　第2群は多枝病変が多く，第4群は1枝病変が多かっ

た．第3群は多枝病変に伴う梗塞領域とそれ以外の虚血

領域を伴う症例が多かった．また，第2，3群は虚血の

改善を期待できる群と思われた．多枝病変を有するOMI

ではW－Rが診断的価値が高いと結論できた．

20．移動座標系による左室壁運動評価法（第2報）
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　従来より左室壁運動の評価に各種の機能イメージが使

用されている．機能イメージは画素ごとに得られた心周

期時間放射能曲線より画素ごとの機能指標を求めて作製

されるが，心臓のように運動する臓器では画素に対応す

る心臓の部分が刻々と変化し，求めた機能指標が臓器局

所の本能と線形対応しない欠点があった．われわれは昨

年の核医学総会で，移動座標分割法により心周期の各画

像で左室分割を変化させ，臓器局所に対応した時間放射

能曲線を得る方法を報告した．今回はこの座標分割法を

改良し，虚血性心疾患患者25例で臨床的検討を行った結

果を報告する．

　座標分割は各画像の左室の重心と輪郭を基準に行った．

移動座標分割法は局所異常が平均化され判かりにくくな

る傾向を持つが，今回の方法では平均化が左室辺縁より

重心に向かう収縮の方向でのみ起こるため，局所異常の

再現性は良好だった．左室装影で壁運動異常を認めた患

者に対して移動座標分割法を用いた局所EFイメージの

Sensitivityは88％，　Specificityは89％であり位相イ

メージのそれは，それぞれ89％，100％と，従来の固定

座標系の結果と同等かそれ以上だった．さらに症例を重

ねて検討する必要があるが，本法は心臓局所と対応する

機能指標が得られる点で，左室壁運動の定量的評価とし

て有用と考えられる．

21．Bilateral　collimatorによる心筋imagingとCAG所
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　虚血性心疾患等を対象とし，birateral　collimatorを用

いた，心拍と同期させたreconstruction心筋imaging

と，CAG（冠状動脈造影）および，　conventional心筋

imagingとの診断能を比較した．

　Reconstruction心筋imagingの1枝病変でのsensitivity

は100％，accuracyは91％であり，　conventional心筋

imagingより高い診断率を示した．　Specificityは50％

と低率を示したが，症例が，陳旧性梗塞2例，再開通1

例を含む16例であった事が原因と考えた．また，CAG

所見より推定した障害部位との比較においても，同様の

傾向を認めた．

　さらに，r㏄onstruction心筋imagingに要するdata

収集時間は16分，reconstructionに要する時間は7分で

あり，臨床検査としては，実用的な方法と考えられた．
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